
 

 

 
 
  

 
 
定例の議題として、連絡会全体及び各団体の前年度の活動実績と、当年度の活動計画について、報 

告と意⾒交換を⾏いました。情報共有として、⼤学と連携した⼭岳環境モニタリングの実施や、⺠間 
企業がＣＳＲとして⾏う登⼭道保全活動の話題が上がりました。新しい取組が徐々に始まっています。 

また飯豊連峰を取り巻く様々な課題に対応するために、令和６年度より検討している総合型協議会 
への発展に関して、事務局から進捗状況の報告及び令和７年度の関係機関ヒアリング等のスケジュー 
ルの共有を⾏いました。 

議題 1 令和６年度活動報告 
議題 2 各団体取組（令和６年度報告・令和７年度計画） 
議題 3 飯豊連峰保全連絡会の今後について 
議題 4 その他 飯豊連峰での新しい取組事例の共有、他地域登⼭道管理課題解決事例の紹介等 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境省・朝⽇連峰保全協議会との共催として「磐梯朝 
⽇国⽴公園 特別講演会 ｉｎ飯豊＆朝⽇ 持続的な登⼭ 
環境のために」を、環境省及び朝⽇連峰保全協議会と共 
同で開催しました。 

令和５年度から同テーマで開催している講演会は３回 
⽬となり、今回は総合型協議会への発展に向けて、より 
実務的な知⾒を得ることを⽬的として、２名の講師を迎 
えました。 

当⽇は会場・オンラインで約 100 名が参加されました。 
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第 29 回飯豊連峰保全連絡会会合を開催  
令和７年５⽉ 27 ⽇（⽕） 関川村役場 ３階⼤会議室（新潟県関川村） 

特別講演会を共催 令和８年２⽉ 12 ⽇（⽊）  
関川村村⺠会館⼤ホール（新潟県関川村） 

関係者 33 名が出席しました 各団体の活動等を情報共有 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総合型協議会への発展に関する議論を深めるため、 
臨時会合を開催しました。 

飯豊連峰管理運営に関する各機関への意⾒照会及び 
有識者ヒアリングの結果報告、これらを踏まえて更新 
した総合型協議会試案を基に、意⾒交換を⾏いました。 
 冒頭では出席者各々にとっての「飯豊連峰」を披露 
いただきながら⾃⼰紹介を⾏い、管理運営の核となる 
「飯豊連峰の価値」をあらためて共有。令和８年度の 
総合型協議会設置に向けて、動き出しました。 

  
 
 

 

令和８年度会合の⽇程と会場の予定をお知らせします。４⽉中旬以降に開催案内をお送りします。 
令和８年度飯豊連峰保全連絡会会合 

   ⽇程 令和８年５⽉ 26 ⽇（⽕） 13:30〜15:30 ※予定  
   場所 胎内市産業⽂化会館（新潟県胎内市新和町 2 番 5 号） 

【発⾏者】  飯豊連峰保全連絡会 
事務局：環境省 ⽻⿊⾃然保護官事務所 
〒997-0047  
⼭形県鶴岡市⼤塚町 17-27  鶴岡合同庁舎１階 
TEL：0235-26-7822 RO-HAGURO@env.go.jp 

【参考ＷＥＢサイト】 
環境省 磐梯朝⽇国⽴公園  

https://www.env.go.jp/park/bandai/ 
アクティブレンジャー⽇記 

https://tohoku.env.go.jp/blog/index.html 

登壇者・テーマ 
曽我 隆⾏⽒ 
（特定⾮営利活動法⼈ 環⽩⼭保護利⽤管理協会 理事⻑） 
「NPO 法⼈ 環⽩⼭保護利⽤管理協会  

設⽴から現在までの歩み」 
⽩⼭で⻑年取り組んできた活動や、⽩⼭国⽴公園の公園
管理団体（令和３年 12 ⽉指定）になった経緯など、多
岐にわたる視点から公園管理の実情を紹介していただき
ました。 

 
⾼橋 庄太郎⽒ 
（⼭岳・アウトドアライター） 
「私が飯豊・朝⽇に惹かれる理由（ワケ） 

 〜その特徴と魅⼒〜」 
⾼校時代に初めて朝⽇連峰・飯豊連峰をそれぞれ縦⾛し 
た経験から、以降両連峰に親しんできた思いと、全国の
⼭々を熟知する視点で、それらの中で際⽴つ飯豊連峰と 
朝⽇連峰の魅⼒について語っていただきました。 

臨時会合を開催  令和８年３⽉６⽇（⾦） 喜多⽅市⼭都公⺠館（福島県喜多⽅市） 

令和８年度スケジュール  
第 30 回会合は５⽉ 26 ⽇（⽕）に胎内市で開催  

曽我 隆⾏⽒ 講演 

⾼橋 庄太郎⽒ 講演 

関係者 36 名が出席しました 


